
 
 
 

 
 
  
 
 
 
 
 

園  則 
（兼運営規定） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

社会福祉法人愛の園福祉会 
緑が丘こひつじ保育園 

 



緑が丘こひつじ保育園園則（兼運営規定） 
 
（事業所の名称等） 
第1条 社会福祉法人愛の園福祉会が設置するこの保育園の名称及び所在地は次のとおりと

する。 
（1） 名 称 緑が丘こひつじ保育園 
（2） 所在地 千葉県八千代市緑が丘西１丁目１０-５ 
 

（施設の目的及び運営の方針） 
第2条 緑が丘こひつじ保育園（以下、「当園」）という。）は、次に掲げる保育指標及び

保育目標に基づき保育を提供する。 
この法人が経営する保育園は、児童福祉法第 39条に基づき児童福祉施設最低基準を
満たし、地域社会において本園を選択し入園を希望した保護者に対して、八千代市
子ども保育課が入園を承認した乳・幼児の生存・発達・保育を受ける権利を尊重
し、保育を計画的・合理的かつ年齢別発達段階に適応した保育内容を実施すること
を目的とする。 

   ２ 当園は、児童福祉法（昭和２２年法律第１６４号）、子ども・子育て支援法(平
成２４年法律第６５号)八千代市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準。八
千代市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条
例（平成 26 年 11 月 28 日八千代市条例第 29 号）第 14 条第 1 項、そのほか関係法
令を遵守して運営する。 
 

（提供する保育等の内容とその目標） 
第3条 当園は、保育所保育指針（平成20年厚生労働省告示第141号）に基づき、乳幼児の

発達に必要な保育を提供するとともに、次に掲げるその他の便宜の提供を行う。 
（1） 食事の提供 
（2） 延長保育事業 
（3） 子育て支援事業 
（4） 一時預かり事業 

   ２ デイリープログラムについては保育所保育指針及び幼稚園教育要領に準じ、乳・
幼児の年齢と発達段階に応じたカリキュラムを立て、園長の許可を得て実施する。
保育園の年間の主要行事は下記の通りとし、園長・主任保育士及び必要に応じてそ
の他の職員と協議して実施する。 

 
4 月 入園式 10 月 総合避難訓練（消防署員による避難

訓練）運動会 

5 月 こどもの日・母の日・内科検診 
総合避難訓練（通報訓練） 

11 月 七五三祝福礼拝・老人ホーム慰問・
内科検診・歯科検診 

6 月 花の日・歯科検診 12 月 クリスマス祝会 

7 月 個人面談・夏祭り 1 月 始業礼拝 

8 月 夏期特別保育 2 月 節分礼拝・交通安全教室・個人面談 

9 月 老人ホーム慰問 3 月 保育総合発表会・ひな祭り・卒園式 

 



※毎週 1回合同礼拝、毎月1回は避難訓練を行う。 
※毎月 1回は誕生会を行う。 

 
   ３ 保育内容とその主たる目標は次の通りとし、児童の個人差・発達段階・生活のリ

ズムと流れ・自発性・協調性・創造性を重視して実施する。 

 
 
（職員の職種、員数及び職務の内容） 
第4条 保育の実施に当たり配置する職員の職種、員数及び職務内容は、次の各号に掲げる

職種ごとに、当該各号に定める通りにする。ただし、入所する児童数により認可基
準の範囲内で変動があるものとするとともに、非常勤職員については常勤換算後の
員数とする。 

（1） 園長 1 人（常勤専従） 
園長は、職員及び業務の管理を一元的に行い、職員に対し法令等を遵守させるため
必要な指揮命令を行うとともに、園務を司る。 

（2） 主任保育士 1 人（常勤専従） 
主任保育士は園長を助け、命を受けて園務の一部を整理し、並びに園児の教育及び
保育を司る。また、地域の保護者等に対する子育て支援を行うとともに、教育・保
育内容について他の保育士を総括する。 

（3） 保育士 
保育士は教育・保育に専従し、その計画の立案、実施、記録及び家庭連絡等の業務
を行う。 

（4） 栄養士 1人 
栄養士は、子どもの発達段階に応じ、0 歳児の離乳食、1～2 歳児の乳児食及び 3 歳
以上の幼児食に係る献立の作成を行い、必要に応じ調理に携わる。 

（5） 給食調理員 1 人 
給食調理員は、栄養士の作成した献立に基づき、給食及びおやつを調理する。 



（6） 看護師 1人 
看護師は子どもの健康管理、病気や怪我の予防、事故発生時の応急処置を行い、必
要に応じ乳児の保育に携わる。 

（7） 事務員 1人 
事務員は施設会計における帳簿作成及び管理の他、事務全般に関わる業務を行う。 

  （8） 嘱託医 1 人 

医療機関名 日本医科大学千葉北総病院 小児科医 

医院長名 小児科部長 浅野 健 

所在地 〒270-1694 千葉県印西市鎌苅 1715 

 
    （9） 嘱託医歯科医 1 人   

医療機関名 始平堂歯科クリニック 

医院長名 始平堂 玄昌 

所在地 〒260-0007 千葉県千葉市中央区3-5-3 

 
（保育を提供する日） 
第5条 保育を提供する日は、月曜日から土曜日までとする。但し、年末年始（12 月 29 日

～1月 3日）及び祝祭日を除く。 
   ２ 官公庁より公示された日 
 
（保育を提供する時間と保育の多様化） 
第6条 保育を提供する日は次のとおりとする。 
（1） 保育標準時間認定に係る保育時間 

午前 7 時から午後 18 時までの範囲内で、保護者が保育を必要とする時間とする。
なお、上記以外の時間帯において、やむを得ない理由により保育が必要な場合は、
午後 18時から 19 時までの範囲内で、延長保育を提供する。 

（2） 保育短時間認定に係る保育時間 
午前 8 時 30 分から午後 16 時 30 分までの範囲内で、保護者が保育を必要とする時
間とする。なお、上記以外の時間帯において、やむを得ない理由により保育が必要
な場合は、午前 7 時から午前 8 時 30 分まで及び午後 16 時 30 分から午後 19 時ま
での範囲内で延長保育を提供する。 

   ２ 地域社会における保育ニーズの多様化や保育行政の変化が生じた場合や保護者の
多様なニーズに対応し、働く母親を援助し乳幼児の発達を促すものとする。 
 

（費用の実費等） 
第7条 乳児の保護者は、八千代市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関

する基準を定める条例第 14 条により、利用児童の保護者が居住する市町村が定める
額の基本保育料を、毎月末までに市町村に支払うこととする。 

２ 幼児の保護者は保育園が定める額の給食費を、毎月初め 5日までに園に支払うこと
とする。 

３ 保護者は、延長保育が必要な場合には、その延長保育料を当園に支払うこととする。 
４ 前項に定めるところの他、保護者は当園を利用するにあたり通常必要とされるもの
について、次のとおり金額を徴収する。 



 

項目 内容、負担を求める理由及び目的 納付額 

共済掛金 園内での事故発生時の補償のため 全園児年 1回 300
円 

スモック 衣服の汚れを気にすることなく、十分に遊
べるようにするため 

半袖 1,782 円 
但し年度により金額
の変更あり 

カラー帽
子 

頭部の保護及び集団遊びの際に人数把握を
するため 

1,170円 

おむつ処
理代 

衛生面への配慮として（希望者のみ） 0・1歳 400円 
2 歳 270 円 

給食 2 号 週 5 日利用者（午前・午後のおや
つ、お茶代含む）1食 350 円×20 日 
2 号 週 6 日利用者（土曜午後のおやつは
含みません） 
但し年収 360 万未満相当の世帯及び全所得
階層の第 3子は除く 

7,000円 
 
8,100円 

延長保育 〇保育短時間（8時間）の利用者はスポット
料金を適用 
〇保育標準時間（11時間）の利用者は月極
料金またはスポット料金を選択 
月極料金を選択した場合は 30分利用の設定
はなしとする 

月/3,000 円 
30 分/200 円 

一時預か
り料 

一時的に保育を必要とする方々への預かり
料として 

30 分につき 200 円 
（別途給食270円、
おやつ 80円） 

 
 

 
（児童の区分ごとの利用定員） 
第8条 当園の利用定員は 60人とし、児童の区分ごとに次に掲げる通りとする。 
（1） 保育時間の認定を受けた満 3歳以上の児童 31 人 
（2） 保育時間の認定を受けた満 1歳以上満 3歳未満の児童 20 人 
（3） 保育時間の認定を受けた満 1歳未満の児童 9 人 

 
 
（利用の開始に関する事項等） 
第9条 当園は、居住市町村が行った利用調整により登園の利用が決定された際には、保育

の提供を開始する。 
   ２ 当園は、前項の利用開始にあたり必要な事項を記載した書面を交付し、その内容

を説明し同意を得ることとする。 

※ 当園は、上記費用の支払いを受けた場合は、領収証を交付致します。 



（利用の終了に関する事項） 
第10条 当園は、次に掲げる場合には保育の提供を終了するものとする。 
（1） 入所児童が小学校に就学したとき。 
（2） 子ども・子育て支援法における支給認定の要件に該当しなくなったとき。 
（3） その他、利用の継続について重大な支障又は困難が生じたとき。 

 
（緊急時における対応方法） 
第11条 当園は、八千代市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準

第 19条に従って、保護者等への連絡、その他官営機関との連携を図る 
    ２ 保育の提供により事故が発生した場合は、八千代市、子どもの保護者等に連絡

するとともに、必要な措置を講じるものとする。 
    ３ 当園は、事故の状況や事故に際して行った処置について記録するとともに、事

故発生の原因を解明し、再発防止のための対策を講じるものとする。 
    ４ 子どもに対する教育・保育の提供により賠償すべき事故が発生した場合には、

損害賠償を速やかに行うものとする。 
 
（非常災害対策） 
第12条 当園は、非常災害に係る対策を講じることとする。 

２ 園長・主任保育士はクラス担任保育士及び栄養士・調理員・その他の職員を指導
助言し交通事故・園内事故・火災・その他の災害は予期しないときに突発的に発
生するものであることを考え、平常時より安全指導と非常時対策計画に万全を期
すると共に、これに基づいた交通訓練・避難訓練・危険個所・園舎内外施設設備
の点検等を行い、災害時における事故発生の防止と生命の安全に努力しなければ
ならない。 

３ 当園は、非常災害に備え、子どもの安全を確保するための具体的な計画及びマニ
ュアルを作成することとする。 

４ 当園は、計画等に基づき、子どもの避難及び関係機関への連絡の為の体制を整備
し、当該体制について職員に周知するとともに、子どもに避難方法等について理解
させるよう努めることとする。 

５ 当園は少なくとも毎月１回以上、避難及び消火に係る訓練を実施するものとする 
６ 当園は、非常災害時には一斉配信にて、保護者に避難場所を伝えることとする。
また、園だよりや重要事項説明書にて避難場所を周知させることとする。 

７ 当園は、前項における訓練の結果を踏まえ、計画等の検証及び必要な見直しを行
うこととする。 

８ 当園は、災害時の組織体制を定め、役割を分担し速やかに対応できるようにする
ものとする。 

 
（虐待の防止のための措置に関する事項） 
第13条 １ 当園は、利用児童に対する虐待を防止するため、保育士等に対する研修を定期

的に行うとともに、具体的な計画及びマニュアルを作成する。 
    ２ 利用児童に不自然な外傷（打撲や火傷）等がある場合は関連機関への通告を     

し、子供の安全を守ることを第一にすることとする。 
 
（給食） 
第14条  この法人の営む保育園は給食を実施する。 

 給食における献立は市の献立表に準拠し独自の工夫を加味して行う。 
 
 



（定款遵守・就業規則・庶務規定等の遵守義務） 
第15条  ここに定めるものの外は専らこの法人の定款・経理規程・就業規則・給与規程・

庶務規程その他の内規を遵守し、児童福祉法の精神を生かして地域の児童の福祉と
母親が就労を通して社会参加をしていく事ができるように、その保護者の権利と幸
福に奉仕する義務を負う。 

 
（内規の制定） 
第16条  施設の運営に必要な内規は、定款・経理規定・就業規則・給与規程・庶務規程に

反しない限りにおいて理事長の同意を得て園長がこれを定めることができる。 
 
（園則の改定） 
第17条  この園則は理事会の議を経て改正することができる。 
 
（適用期日） 
第18条  この規程は 2020 年 4月 1日より適用する。 
 
 
   附 則 
この規程は、2020 年 4月 1日から施行する。 
この規定は、2021 年 10 月 1日から施行する。 


